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書 評
本書は、奥野信宏・栗田卓也の両氏が新しい公共
をテーマに記した、前著『新しい公共を担う人びと』
（2010年、岩波書店）に続く第2弾である。前著は、
主に地方圏における新しい公共の取組みを取り上げ
ていたのに対し、本書では都市圏における新しい公
共の取組みに注目し、多くの事例を挙げながら、そ
れらの分析と提言を行っている。都市圏の特徴ある
新しい公共に着目した、きわめて意欲的な書物であ
ると言えよう。
本書は3部から構成されている。第Ⅰ部「安定感あ
る社会の実現」の最初の章では、戦後の日本経済を
振り返りながら、成長の停滞期を迎えている現状の
中で、これからは程よい成長が必要であるとし、そ
れを担うのは、日本のGDPの約7割を占め、文化の
創造や情報発信の場である大都市圏であると説いて
いる。2章では、本書における新しい公共を「公共
の志を持ってサービスを提供する活動やそのような
活動を重視する価値観」というだけでなく、「その活
動の担い手や組織」と定義している。その上で、こ
の新しい公共の活動領域を①行政機能の代替、②公
共領域の補完、③民間領域での公共性発揮、④中間
支援機能、の4つに分類し、都市圏では、このうち
③に関わる「企業力」を活用した新しい公共の存在
感が増している。
第Ⅱ部「都市圏の街づくりと新しい公共」において
は、都市圏における新しい公共の取組みについて、
具体的な事例を多数挙げながら紹介している。3～
5章にかけては、コミュニティづくりをテーマに話
が展開されていく。3章では、高齢社会における街
づくりとして、柏の葉エリアと三鷹市を取り上げて
いる。どちらも高齢者が社会参加し、地域の活性化
に寄与しているところが特徴である。4章では、都
市の環境保全と緑化、つまり都市における自然を考
える活動例として、多摩地区と博多市が出ている。
全国各地で都市の緑化や緑地の保全活動は進んでい
るが、行政の役割や行政との関係がうまくいくこと
が定着にはかかせない。5章の企業力を活かしたコ
ミュニティづくりは、大きく2つに分けられる。1
つは、ともに株式会社である世田谷ものづくり学校
とちよだプラットフォームスクエアによる「場」の
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提供である。前者は廃校、後者はビルであるが、起
業を目的とした人々が同じ空間に集まることによっ
て、コミュニティが生まれ、それがさらに地域に還
元されている好例である。もう1つは、東大阪市高
井田地区で行われている高校生による町工場の経営
者や職人への「聞き書き」である。10年来続けてき
たことで、良いサイクルができ、住工にまたがるコ
ミュニティ形成の一助になっている。6章はエリア
マネジメントである。丸の内や札幌では、公共空間
を形態は違うが「企業力」を発揮して運営しており、
都市圏であるからこそできる新しい公共の形だと言
える。7章では、街づくりにおけるアートを使った
事例を取り上げる。アートと言っても多様であり、
これらの中でもアートの位置づけが一貫しているわ
けではないが、共通認識としてコミュニティへの寄
与が目的としてある。8章は第Ⅱ部のまとめ的なも
のとなっており、都市圏における新しい公共の特徴
を、人材・資金・社会関係資本・公民協働などの観
点から総括している。
第Ⅲ部「都市圏を支える広域連携」では、都市圏
を広く捉え、広域で連携することの意義を考える。
9章では、全国で先駆けた広域連携として、関西の
歴史街道計画を足がかりに、その他の事例も絡めな
がら、広域連携の特徴と課題を示す。10章では、日
本のこれからの成長のためには、大都市圏の役割が
重要であると指摘している。これには首都圏だけで
なく、それぞれの広域都市圏が自立し、競い合うこ
とで安定感ある社会を形成していくことができ、そ
の実現には新しい公共を担う人々の存在が欠かせな
い。
以上のような要約となるが、以下では、評者の感
想を雑駁ながら述べていきたい。
近年、地域社会における人と人との繋がりが弱体
化してきたことは肌で感じられることである。その
ことは、人口減少や高齢化の問題が先に認識された
地方圏において顕著になった。よって、著者たちが
まず地方圏における地域再生のための新しい公共の
役割に着目したのは自然の流れであろう。その後、
都市圏でも同じような問題は起こってくることは推
察でき、著者たちの関心事が都市圏に移っていくと
同時に、地方圏とは異なった新しい公共に出会った
ものと考えられる。それが先に記した活動領域の③
民間領域での公共性発揮に関わる「企業力」の部分
であろう。このことは、本書に掲載されている新し
い公共の役割に関する図からも見て取れる。前著で
は、③はソーシャルビジネスよりもやや狭義なコ
ミュニティビジネスを典型例として考えているため
か、機能としては民間であるとしている。よって、③
は②公共領域の補完の領域と少し重なる程度で、①
行政機能の代替とは全く重なっていない。しかしな
がら、本書においては、ソーシャルビジネスの公共
性が①や②の補完になるということで、③と重なる
ように修正されている。このことが可能になったこ
とこそが、都市圏における新しい公共の特徴の1つ
であろう。それは、第Ⅱ部で取り上げた事例の多く
が③と関連があることからもわかる。
新しい公共にとって必要なものとして、専門性が
高い優秀な人材と資金があげられるが、それはとも
に都市圏においては得られやすい傾向がある。前者
は、著者たちが「銀の卵」と称する団塊の世代が多
く存在しているため、有用に活用できれば大きな力
になる。実際にすでに活躍している事例も多く、そ
れは今後も期待される。後者は、「企業力」の表れで
もあるだろうが、地方圏よりも事業性が高いため、
先進的な試みも行いやすく、成果も得やすい。しか
しながら、これらがうまく活用でき循環するために
は、多くの人と人が繋がるための場や仕掛けが必要
であることを忘れてはならない。また、都市圏にお
いても、いわゆる行政の壁が存在し、公民協働で事
業をすることの難しさは地方圏と変わらない。この
点は、月日はどうしてもかかるだろうが、行政側の
理解と努力につきると考えられる。さらに、この都
市圏を中心とした新しい公共の取組み事例を学ぶこ
とは、地方圏でも役に立つだろう。評者自身、地域
ブランド力最下位と言われる群馬県において、地域
活性化の一助になろうと、学生たちに地元群馬にこ
だわった商品開発やイベント活動などをさせてい
る。このことも新しい公共であることが認識できた
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とともに、この活動を通して見たり感じたりしたこ
とが、本書でも取り上げられ、また、今後のヒント
になることがあったことは、これからも活動を続け
ていく上で、大きな糧となると感じている。
最後に、日本経済がこれから成長していくには、
新しい公共は欠かせず、人と人との繋がりはさらに
重要なものとなっていくであろう。新しい公共が活
性化し、それを活用しながら、広域都市圏も含んだ
大都市圏が引っ張り、地方圏も巻き込んでいくよう
なスパイラルになることで、これからの日本経済が
良くなっていくことを期待したい。
（岩波書店、2012年7月）
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